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2020年４月20日現在

◎牧瀬
ま き せ

稔
みのる

（関東学院大学法学部地域創生学科准教授）

専門は自治体政策学、地域政策、地域創生、地方自治論、行政学で、市区町村のまちづ

くりや政策形成に広くかかわっている。

＜講師略歴＞

法政大学大学院人間社会研究科博士課程修了。横須賀市都市政策研究所（横須賀市役所）、公

益財団法人日本都市センター研究室（総務省外郭団体）、一般財団法人地域開発研究所研究部（国

土交通省外郭団体）を経て、2017年４月より現職。

社会情報大学院大学広報・情報研究科特任教授、東京大学高齢者研究機構客員研究員、沖縄大

学地域研究所特別研究員等を兼ねる。

北上市、中野市、日光市、戸田市、春日部市、東大和市、新宿区、東大阪市、西条市などの政

策アドバイザーとして関わっている。また、株式会社読売広告社シビックプライド・リサーチの

アドバイザーもしている。

公的活動は、厚木市自治基本条例推進委員会委員（会長）、相模原市緑区区民会議委員（会長）、

相模原市シビックプライドの推進に関する検討委員会（会長）、スポーツ庁参事官付技術審査委

員会技術審査専門員などの委員に就いている。

＜著作＞ 過去５年間のみ掲載

 山口幹幸・高見沢実・牧瀬稔編（2020）『SDGsを実現するまちづくり』プログレス、237頁

 金安巌・牧瀬稔編（2019）『都市・地域政策研究の現在』一般財団法人地域開発研究所、216頁

 牧瀬稔・北九州市・株式会社Ｗ TOKYO 共著（2019）『―新時代の地方創生―わがまちに「東京ガー

ルズコレクション」が！？』第一法規、192頁

 牧瀬稔・読売広告社 ひとまちみらい研究センター編（2019）『シティプロモーションとシビックプ

ライド事業の実践』東京法令出版、272頁

 牧瀬稔・中野市政策研究所編（2019）『信州の小都市が取り組む地方創生まちづくり』東京法令出版、

176頁

 牧瀬稔・戸田市政策研究所編（2019）『共感される政策をデザインする』東京法令出版、168頁

 牧瀬稔編（2018）『地域ブランドとシティプロモーション』東京法令出版、340頁

 牧瀬稔他著（2018）『シビックプライドの潮流』時事通信社、38頁

 牧瀬稔他著（2018）『議員提案政策条例の現状・課題・展望』時事通信社、46頁

 牧瀬稔著（2017）『地域創生を成功させた20の方法』秀和システム、399頁

 牧瀬稔他著（2017）『シティプロモーションの光と影』時事通信社、87頁

 牧瀬稔著（2017）『自治体シンクタンクの理論と実践』時事通信社、77頁

 牧瀬稔著（2017）『「型」からスラスラ書ける あなたのまちの政策条例』第一法規、260頁

 牧瀬稔著（2016）『地方議員が開く「政策の窓」』中央文化社、164頁         など多数
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＜論文等＞ 過去５年間のみ掲載

 牧瀬稔・松塚浩（2020）「市区町村の職員採用活動に関する事例調査～東大和市の職員採用活動等に

向けた人材戦略への示唆」関東学院大学法学会『関東学院法学 29（2）』１-18頁

 牧瀬稔（2020）「地方自治体におけるSDGsの現状と展望」学校法人先端教育機構『社会情報研究第

１号』23-36頁

 牧瀬稔（2020）「地方自治体における公民連携の動向と展望」関東学院大学法学会『関東学院法学 29

（1）』１-31頁

 牧瀬稔（2019）「「構想力」を高める一視点と望ましい自治体研修の在り方」ぎょうせい『月刊ガバ

ナンス10月号』26-28頁

 牧瀬稔（2019）「多様化する自治体シンタンク」後藤・安田記念東京都市研究所『都市問題110（9）

号』69-78頁

 牧瀬稔（2019）「地方自治体におけるファシリティマネジメントの過去とこれから」中央文化社『地

方議会人７月号』15-19頁

 牧瀬稔（2019）「これからの時代の能力開発の必要性と求められる能力」ぎょうせい『月刊ガバナン

ス４月号』26-28頁

 牧瀬稔（2019）「日本における「シビックプライド」の動向整理」法政大学公共政策研究科『公共政

策志林第７号』13-26頁

 牧瀬稔（2019）「自治体におけるシェアリングエコノミーへの期待」中央文化社『地方議会人１月号』

25-29頁

 牧瀬稔（2019）「SDGs を軌道に乗せる「環境協働」の取り組み」神奈川大学広報委員会『神奈川大

学評論 （92）』55-64頁

 牧瀬稔（2019）「苦情及び紛争の解決に向けた条例の現状と課題」関東学院大学法学研究所『ジュリ

スコンサルタス（27）』65-82頁

 牧瀬稔（2019）「地方自治体におけるコンパクトシティの歴史と現状」関東学院大学法学会『関東学

院法学 28（2）』31-58頁

 牧瀬稔（2018）「自治体シンクタンクの設置傾向と今後に向けた展望」法政大学公共政策研究科『公

共政策志林第６号』11-25頁

 牧瀬稔（2018）「地方自治体におけるシティプロモーションの現状と展望」関東学院大学法学部『関

東学院法学』59-84頁

 牧瀬稔（2017）「シティプロモーションと自治体間競争」ぎょうせい『月刊ガバナンス11月号』33-35

頁

 牧瀬稔（2017）「自治体系シンクタンクの動向と展望」日本地域開発センター『地域開発第622号』

7-11頁

 牧瀬稔（2017）「自治体議会改革は進展しているのか」中央文化社『地方議会人10月号』17-20頁

 牧瀬稔（2017）「地方自治体の地域(政策)づくりにおけるコーディネーターの意味と役割」ぎょうせ

い『月刊ガバナンス７月号』27-29頁

 牧瀬稔（2017）「競争から共感へのシティプロモーション」自治体学会『自治体学 vol.30-2』、6-9

頁

 牧瀬稔（2017）「自治体シンクタンク（都市シンクタンク）の過去、現在、未来」日本都市センター

『都市とガバナンスvol.27』、92-104頁

 牧瀬稔（2016）「自治体におけるマーケティング導入の現状と成功させるヒント」第一法規『自治実

務セミナー10月号』、9-12頁
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 牧瀬稔（2016）「自治体職員の能力開発のポイント」『都市とガバナンス第25号』公益財団法人日本

都市センター、48-56頁

 牧瀬稔（2016）「人口構造の変化と政策形成」市町村アカデミー『アカデミア平成28年１月号』、38-43

頁

 牧瀬稔（2015）「危険ドラッグ規制条例の制定状況とその概要」東京法令出版『捜査研究778号』、

65-75頁

 牧瀬稔（2015）「自治体経営で人口流入を図る」公益財団法人大阪府市町村振興協会『マッセOSAKA

研究紀要第18号』、17-28頁

 牧瀬稔（2015）「選ばれる自治体で生き残れ～定住人口を増やすヒント～（定住人口増加編）」第一

法規出版『議員NAVI vol.47』、38-42頁                     など多数

＜公的活動等＞ 過去３年間のみ掲載

 小山町行政アドバイザー（2017年3月～2020年3月）

 厚生労働省「多様な社会資源を活かした『地域包括ケア推進』環境づくりに関する調査研究会」委

員（2017年6月～2018年3月）

 スポーツ庁参事官付技術審査委員会技術審査専門員（2017年6月～現在に至る）

 三芳町行政改革懇談会会議委員（2017年6月～2019年3月）

 厚木市自治基本条例推進委員会委員（会長）（2017年7月～2019年7月）

 鎌倉市行政評価アドバイザー（2017年7月～2018年3月）

 公益財団法人日本都市センター「住民がつくるおしゃれなまち研究会」委員（2017 年 9 月～2019

年3月）

 富士見市シティプロモーション検討・推進アドバイザー（2017年12月～2019年3月）

 中野市政策研所（中野市政策情報課）政策アドバイザー（2018年4月～現在に至る）

 東大阪市総合計画策定アドバイザー（2018年4月～現在に至る）

 一般財団法人地方自治研究機構「大都市圏均衡住宅都市における人口減少時代の魅力発信の在り方

に関する調査研究」委員（座長）（2018年4月～2019年3月）

 西条市自治政策研究所（西条市政策企画課）政策形成アドバイザー（2018年4月～現在に至る）

 事業構想大学院大学「シティプロモーション研究会」委員（座長）（2018年4月～2019年3月）

 北上市近未来政策研究所（政策企画課）政策形成アドバイザー（2018年5月～現在に至る）

 厚木市都市計画審議会専門委員（2018年5月～現在に至る）

 茅ヶ崎市指定管理者選定等委員会委員（2018年7月～2020年7月）

 第5期相模原市緑区区民会議委員（会長）（2018年7月～現在に至る）

 甲斐市政策研究所（秘書政策課）政策形成アドバイザー（2018年7月～2019年3月）

 厚生労働省「地域包括マッチング事業」委員会委員（2018年7月～2019年3月）

 相模原市総合計画審議会委員（2019年4月～2020年3月）

 日光市（総合政策課）専門委員（2019年4月～現在に至る）

 東大和市総合計画審議会委員（会長）（2019年5月～現在に至る）

 相模原市シビックプライドの推進に関する検討委員会委員（会長）（2019年12月～現在に至る）

など多数

＜ホームページ＞

  http://www.makise.biz
以上


